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一五九
大阪の文人画家・矢野橋村
―
『青飛白走帖』に見られる東アジアの文人趣味
―
中 　谷 　伸 　生
一『青飛白走帖』と中国絵画
大正五年（一九一六）に矢野橋村（一八九〇
︱
一九六五）が制作した
画帖『青飛白走帖』は、縦一八、〇、横一二、二センチメートルの布表紙〔巻末図・表紙〕に「青飛白走帖
 朱文方印（不明印） 」の題箋（金散
らしの紙片）を貼付した画帖である。紙本墨画による計十三点の山水図が見開き 縦一七、五、横二三、九センチメートル 画面に描かれており、最初の頁〔巻末図 扉〕に、や り見開きで近藤尺天が「青飛白走」の題字と「尺天居士題篆」の墨書を寄せ その画面左右に「樵笠」の朱文長方印、 「魯全」 白文方印が捺されている。近藤尺天は 書家で漢学をよくし、大正十三年（一九二四）に創設された大阪美術学校の校長となった橋村によって教授陣に迎えられ、 「支那美術及び和漢学」教授となっている。橋村は書と漢文を尺天から学んだが、やはり の画家の菅楯彦や生田花朝らも尺天から書と漢文を習っており 尺天は大阪きって 文化人といってよい存在であった。大阪美術 校は、天王寺区悲田院町に創設され、昭和四年（一九二九）に枚方へ移転した。同校開設時には、日本画部教授 して福岡青嵐が、西洋画及び西洋美術教授として斉藤与里が着任している。
さて、 『青飛白走帖』の第一図は「柳陰釣魚図」 〔巻末図
1〕で、画面
中央に四本の大きな柳の木が配置された。彼方には連山が偉容を現しており、手前の岸近くに魚を釣る漁師が背中を丸めながら唯一人で小舟に乗って漁に励んでいるところであ 。画面全体は墨一色 見える 、漁師の衣服に藍が淡く塗られており、小舟の代赭と対になっている。われわれの眼を惹くのは、細くて曲線の効果を利かした柳の枝であろう。繊細で鋭い線描は、柳 雰囲気を的確に表しており、秀逸である。手前の岸辺は比較的濃い墨で形がとられ、彼方の山岳は淡墨であっさりと描かれている。連なる二つの山頂 は、渇筆で樹木の姿が描かれているのであろうか。柳を描いた橋村 絵画といえば 愛媛県美術館が所蔵する大正十一年（一九二二）頃 制作と推測される「柳蔭書堂図」 想起されるが、そこに描 れた柳は少々幾何学的に見え ほど極端な曲線 用いたもので この第一図と 大きく異なる作風である。ここに見られる中国趣味を、たとえば元代の倪
瓉
筆「楓落呉江図」 〔挿図
1〕や明代の沈
周筆「臥游図」などに少々似ていると うことも きるが あまり厳密
挿図 1　倪瓉「楓落呉江図」
一六〇
ィーフの配置となっている。要するに、こうした図様は、東アジアの絵画に数多く見られる典型的なものだといってよい。橋村のこの図と類似する えば、他にはたとえば、沈周の「為祝淇作山水」あたりが思い浮かぶ。前景に数本の大木、中景に東屋、後景に大きな山、といった画面構成は元の倪
瓉
が好んだものであ
る。たとえば 「江亭山色図」 〔挿図
4〕 、 「江岸望山図」 、 「松林亭子図」 、
「容膝図」など枚挙に暇がない。加えて、図様の観点から韓国の絵画を挙げると たとえば、十九世紀に制作された許錬の「山水図」 〔挿図
5〕
に比較することは意味がない
①。というのも、確かに橋村は元、明、清の
中国絵画に憧れたが、結果として描かれたのは、いうまでもなく、それらの とは異なる日本の山水図であっ からである。重要 点は、単なる受容の諸相を跡づけ ことではなく、橋村の絵画が伝統を引き継ぐ東アジア 絵画に共通する作風を示しているという事実である。画面左上に「柳陰釣魚
 丙辰春日
 写橋村」の墨書と「智」の白文方印、 「明」
の朱文方印が見られる。 「丙辰」の年記から、大正五年（一九一六）の制作であること 判明す
二図は「幽意間情図」 〔巻末図
2〕である。やはり手前に松などの大
樹を配置して、彼方に高い峯を見せる山岳 描いている。中景に東屋を配置して、その屋根に代赭を施した。樹木の枝に 鮮やかな緑色を用いて清雅な山水図に仕上げている。樹木の枝は大雅風といえなくもないが、江戸後期から大正期 至る文人画の定石ともいえる表現であ 。手前の隅に湖水を描いているのであろう。 れまた類似する中国絵画を例に上げると、似ているとは い難いが 形態モティーフや構図などから って、元代の王
紱
の「秋林隠居図」 （東京国立博物館蔵） 〔挿図
2〕や明代
の沈周によ 「詩画冊」 〔挿図
3〕中の一場面の構成と同様の形態モテ
挿図 2
王紱「秋林隠居図」
挿図 3 　沈周「詩画冊」
挿図 4
　倪瓉「江亭山色図」
一六一
などが見出される
②。全体の印象は伝統的かつ正統な文人画といった趣で
ある。 「子明」の号は、語呂合わせを好む大阪の風土から生まれた。望月信成氏が取り上げた逸話によると、与謝蕪村は大阪の毛馬の出身であるが、偉大な画業に比べて大阪では今ひとつ人気が上がらなかった。その理由は 「蕪村」 、すなわち「部を損する」ということで、相場師をはじめ縁起をかつぐ人間にとって具合が悪い。同様に、故郷の愛媛県波止浜に因んでつけた「橋村」の号を愛した橋村ではあったが、 「橋村」 すなわち「今日、損（をする） 」というので、大阪の人々の間ではすこぶる縁起が悪いとみなされ 。そこで 橋村子明」 とし、 「今日損はしめいにしたと伝えられる。さらに 橋 迂叟」の号についても、 「今日損るのは嘘である」と う意味だという
③。画面左上に「幽意間情
 歳在丙
辰春日写
 橋村子明」の墨書と「智」の白文方印、 「明」の朱文方印が見
られる。
三図は「秋江暮吟」 〔巻末図
3〕である。ここでは芥子園画伝の図様
を用いた池大雅の「赤壁前遊図 などに共通する東アジアの絵画によく
見られる構図を用いている。もっとも、右手の崖の形態が前方に大きく迫り出している大雅のそれとは大きく異なって、ここでは垂直の崖となっている。樹木が生え出る崖の描写には淡く緑が塗られ、彼方の山においては山頂には緑を、中腹にはおそらく代赭を混ぜた淡墨を用いているのであろう。デリケートな色彩の布置だといってよい。手前には小舟に一人 漁師が乗っているが、小舟の右手に見えるのは魚を獲るための網であろうか。中景には墨のかすれを丁寧に用いた独特 質感によ 平野が描かれた。奥行のある深い空間 描かれている。画面左上に「秋江暮吟
 歳在丙辰春日写
 橋村子明」の墨書と「明」の朱文方印、 「智」の白
文方印が見られる。全体の印象はやはり伝統的な文人画といった趣である。
四図は「夏山白餘図」 〔巻末図
4〕である。筆の側面を横に寝かして
茫洋とした山水図を描いている 彼方に聳える山 頂上は、いわゆ 米法山水を想起させるが、手前の林の描写も含め 、大味の墨による樹木の描 、すなわち大混点や梧桐点 筆触による作例であ 濃 と淡墨とをうまく混在させて、画面全体にゆったりとした雰囲気を与えてい 。無理やりに似た作品 探すとす と 沈周筆「臥游図」 〔挿図
6〕の山
や林の描写が思い当たる。手前には集落の屋根が見える 家々の壁にやはり代赭が用いられた。遠近感を出すには難しい技法であるが、手前の黒々とした林の描写がうまく活かされ、彼方の連山との距離はしっかりと把握されている。江戸時代の文人画でいえば、橋村が著書『浦上玉堂』 （中央美術出版）で紹介した玉堂の「晴夏晩雲」 「澗底束薪図」などの水墨技法に繋がる筆触だといってよいかも知 ない。もっとも、
挿図 5
　許錬「山水図」
一六二
筆「疎林図」 〔挿図
7〕
が想起される。両者ともに地面の描写は水平方向に鋭く伸びている。橋村の場合では、画面全体により一層晩秋の気配がたちこめていると感じられる。遠くの山はやはり墨に緑と代赭を混ぜて描かれ、枯れ枝に施された淡い紅の色も効果的である。林の地面は横向きの素早い筆触で描かれ、全体に鋭い印象を醸し出している。画面左上空には鳥たちが飛ぶ情景が描かれた。画面左上に「疎林晩秋
 丙辰春日写
 橋村子明」の墨書と「智」
の白文方印、 「明」の朱文方印が見られる。
六図は「漁村晩秋図」 〔巻末図
6〕である。重厚な山岳地帯にやはり
葉を落とした樹木が斜めに立つ。晩秋の漁村は、静 で寂しい所でもあるというこ か。手前の崖の描写は、かなり力強い形態モティーフとなっており、眼下に見える家並の描写は、略筆で味 あ 山の中腹には流れ落ち 大きな滝が描 全体に渇筆をうま 用 て味わい深い画面にしている。画面の余 をうまく埋めるように、左上に「漁村
 
丙辰春日写
 橋村子明」の墨書と「智」の白文方印、 「明」の朱文方印が
見られる。
七図は「渓山幽居図」 〔巻末図
7〕である。手前の丘からなだらかに
穏やかで伝統を墨守する橋村の作風とは違って、玉堂の場合には、荒々しく思える鋭い線描が 画面を破壊す ように縦横に駆け巡っており、両者の資質の違いは明らかである。大正十五年（一九二六）に出版された『浦上玉堂』の〈はしがき〉において、橋村は「我等若輩 して玉堂を口にし、玉堂を筆 するの僭越は素より承知はしてゐるが、然しながら浦上玉堂と云ふ名前だけでも何だか自分には好きな 人として興味を深くする者である。大暑極熱の頃、風情節竹 如く雪操梅花の如き風格を以て生涯を終へた 偉人を机上思想して稿を起す事 一味の凉でもある。 」
④と玉堂への賛辞を惜しまない。画面左上に「夏山白
餘
 歳在丙辰春日写
 橋村子明」の墨書と「智」の白文方印、 「明」の朱
文方印が見られる。
五図は「疎林晩
秌
（秋）図」 〔巻末図
5〕である。手前の林には葉を
落とした樹木が立ち並ぶ。林というには樹木が疎らで そ ために「疎林」と名づけたに違いない。疎 えば、大阪市立美術館所蔵の倪
瓉
挿図 6 　沈周「臥游図」
挿図 7 　倪瓉「疎林図」
一六三
傾斜しながら平野の集落へと続き、彼方には巨大な山が現れる。山頂は複雑な形態にされ、立体感のある山の偉容の描写は、スケールも大きく、存在感を増している。全体にやはり緑と代赭を用いて仕上げられた。中景の緑の平原も美し 。また、手前 岸辺には大きな岩が散在しており、その描写は、あたかもなぐり書きのように大胆であるとは え、多数の岩の存在を的確に示しており、いわゆる達筆である。橋村の技法の洗練とセンスの良さを示す一点だといえるであろう。画面左上に「渓山幽居
 
丙辰春日写
 橋村子明」の墨書と「智」の白文方印、 「明」の朱文方印が
見られる。
八図は「積雪呈瑞図」 〔巻末図
8〕である。筆者の評価でいえば、な
かなか圧巻というべき印象深い山水図である。雪山の情景を正確に表現す ため、墨と代赭のみの画面となっている。中央 山は、向かって右側に大きく傾いでおり、形態モティーフとしては大胆である。画面右の中腹に 中国風の反り返った屋根をもつ寺院らしき建物が姿を現し、そのリズミカルな筆触は、画面全体に活き活きとした生動感を与え
ている。手前の林の簡潔な形態描写も嫌味がなく見事である。雪山を強調するために、空と湖水は薄墨で塗り潰され、画面の雰囲気を盛り上げる。沈周筆「臥游図」 〔挿図
8〕などを想起させるが、当然ながら、橋
村独自の世界の表現でもある。画面左上に「積雪呈瑞
 歳在丙辰春日写
 
橋村智」の墨書と「智」の白文方印、 「明」の朱文方印 画面右下に「青山」の朱文長方印が見られる。
九図は「秋江独釣図」 〔巻末図
9〕である。一瞥して瀟湘八景を描い
た池大雅の「東山青音帖」に収載された「漁村夕照図」あるいは「洞庭秋月図」 〔挿図
9〕を想起させる絵画だといってよい。橋村のこの場面
では、広々とした入り江に繁茂する葦 そばを小舟が行く。一人の人物が釣竿を持ち、今まさに魚を釣ろうとしているところである。無数 引かれた墨線による葦の茂みには その下地として代赭が施されている。小舟は代赭で、人物の衣服には藍が塗られた。遠くの葦茂みは淡い墨で描か 、その周辺に鳥群れが空を舞う。実に爽やかな作品である。秋の涼しさと一抹の寂寥感を伝える水墨画だといってよい。簡潔な線描 みによって一種の叙情を描いた作品である。中国絵画の中から無理やり似た図様を選ぶとすれば、沈周の「呉中山水冊」〔挿図
10〕であろう。要するに、こうし
挿図 8 　沈周「臥游図」
挿図 9 　池大雅「洞庭秋月図」
一六四
た作風や画題、そして図様などは中国を中心とした東アジアの美術に共通のものだといってよい。画面左上に「秋江独釣
 歳在丙辰春日写
 橋村
子明」 墨書と「智」の白文方印、 「明」の朱文方印が見られる。
十図は「夏木養涼図」 〔巻末図
10〕である。すでに見た四図の「夏山
白餘図」と共通する技法を駆使した山水図であり、やはり夏の木立と山を描いている。 『芥子園画伝』に掲載された樹木の枝の手本でいえば、大混点あるいは梧桐点を用いたものといってよい。手前の林から彼山脈までの深い空間がうまく表現されており、山脈の形態に 立体感がある。画面左上に「夏木養涼
 歳在丙辰春日写
 橋村子明」の墨書と「智」
の白文方印、 「明」の朱文方印が、そして画面右下には「青山」 朱文長方印が見られる。
十一図は「閑亭思友図」 〔巻末図
11〕である。湖水の中に建つ茅屋に
は一人の人物が休息しているが、静かな部屋で友人のことを考えているという趣向であろうか。着衣には代赭が施された。ともかく、人里離れた茅屋で暮らす文 世界の表現であ 。茅葺の閑亭に大木が重なるように伸び広がる。樹木には青々とした群葉が見られることから、夏の情景であろうか。岸辺の土坡 も緑の草が生えていて、美しい風景の中で隠遁生活の楽しみを語る絵画である。これもまた、東アジアの文人画において好まれた画題の一つであることはいうまでもない 画面左上に「閑亭思友
 歳在丙辰春日写
 橋村子明」の墨書と「智」の白文方印、 「明」
の朱文方印が、そして画面右下に 「青山」の朱文長方印が見られる。
十二図は「江畔独歩図」 〔巻末図
12〕である。四図の「夏山白餘図」
や十図の「夏木養涼図」と同様の技法によ 山水図であるが、構成はかなり異なる。画面の右上から左下へと斜めの線状の形態にされた細道を一人の高士が背中を丸めながら、杖を持って歩んでいる。その歩く姿から見て、かなり高齢 人物であろう。手前 林や遠くの連山など、粗い筆触によって黒々と塗られている。この技法は、 とえば文徴明 「倣米氏雲山図巻」 〔挿図
11〕などに見られる米友仁らの米法山水の技法を
想起させる。画面左上に「江畔独歩
 歳在丙辰春日作
 橋村子明」の墨書
と「智」の白文方印、 「明」の朱文方印が見られる
最終画面の十三図は「清風徐来図」 〔巻末図
13〕である。赤壁図の趣
であるが、緑や赤を用いて鮮やか 印象を与える山水図となっている。右手の崖からは滝が流れ落ちる。画面中央には屋形舟 三人の人物を乗せて進ん いるところである。人物の衣装もまた青と赤で構成さ 全
挿図10　沈周「呉中山水冊」
一六五
十三図中、最も色彩豊かな作品だといってよい。彼方の山岳は緑 代赭を施されて立体感を増して る。最終場面として、画面上部に「清風徐来
 歳在丙辰春日写
於五村書屋
 橋村子明」と
墨書でアトリエ名を記 、「智」の白文方印が捺され、画面右下に「明」の朱文方印が捺されている。
二 　橋村という画家と『青飛白走帖』の位置づけ
矢野橋村は明治二三年（一八九〇）九月八日に愛媛県今治市波止町に
生まれた。本名は一智、雅号として橋村、橋邨、橋村子明、橋村逸人、橋村迂叟などを用いた。明治四十年（一九〇七）に大阪に出て、二年後に南画家の永松春洋に師事し、以後は旧派の日本画家として文展で活動するが、制作 幅を広げようと 大正六 一 再興日本美術院展に「麓」を出品して院友に推挙された。大正八年（一九一九）に第一回主潮社展として「矢野橋村・福岡青嵐第一回個人展覧会」を開催。以後主潮社展を続けるが、ここでは橋村のみが南画（文人画）を出品す
るという状況で、南画（文人画）は沈滞しつつあった
⑤。こうした状況に
あって、大正九年（一九二〇） 、橋村は「烟江疊嶂（ 「山水横波」 ） 」 （洲本市立淡路文化史料館蔵） 〔挿図
12〕の画巻大作を制作している。そこ
では画面い ぱいに拡張する山々や林、そして人家が画面からはみ出るように構成され、また、きわめて立体的な形態によって折り重なるように描かれて、あたかも沈周の「西山紀游図巻」 〔挿図
13〕に描かれた山
野の描写に少々似た作風となっている。大正十年（一九二一）には日本
挿図11　文徴明「倣米氏雲山図巻」
挿図12　矢野橋村「烟江疊嶂（山水横波）」
挿図13　沈周「西山紀游図巻」
一六六
南画院を創設して同人となる。この年にも「羅浮逢仙」 （法華寺蔵） 〔挿図
14〕の素晴らしい
作品を制作しているが、その作品もまた、文徴明の「松下観泉図」 〔挿図
15〕などの中国絵画
を彷彿とさせる。これらの山水画は、一方で小野竹喬の「波切村」 （大正七年） 〔挿図
16〕など
の新南画にも繋がる作風である。大正十三年（一九二四）に橋村は福岡青嵐および直木三十五らと私立大阪美術学校を設立して校長 なった。第二次世界大戦後は日展および日本南画院を中
心に活動を続け、昭和四十年（一九六五）四月十七日に死去している。
昭和初期に橋村は中国絵画
の模写を奨励し、顧愷之、米芾、董源、銭選、倪
瓉
、沈周、
石濤、金農、八大山人、惲寿平らの画家たちの名前を上げ、美しくて品格のある自由な作品を描くことを求めている
⑥。
橋村の代表作といえば 既述の大正期に制作された「烟江疊嶂（ 「山水横波」 ） 」や「羅浮逢仙」 、加えて、やはり大正七年 （一九一八） 制作の 「早春図」 （法華寺蔵） 、そして昭和四年（一九二九） 「月明」（法華寺蔵）や翌昭和五年の
「飛瀑
潨
然」 （枚方市立御殿山美術センター蔵） 〔挿図
17〕を挙げること
ができよう。この「飛瀑
潨
然」は、橋村の数ある作品中の白眉というべ
き作品 ある。しかし、戦後の橋村は作風を徐々に変化させてゆき、やがて悪しき団体展風の作品となって力を落としたといってよい。要するに、大正中期から昭和初期が橋村の絶頂期であったといって間違 ない。
挿図16　小野竹喬「波切村」
挿図14　矢野橋村「羅浮逢仙」
挿図15
　文徴明「松下観泉図」
一六七
さて、話を『青飛
白走帖』に戻すと、十三図を通して見られる作風は、幾つかの技法を用いた趣の異なる山水図だといってよいが、基本的には江戸後期以降続く文人画の表現である。大正五年（一九一六）制作ということから、何らかの近代的な特質を見出したいところである
が、そうした前衛性は微塵も見られない。おそらく、この数年後から橋村は新南画というべき作風を開拓し始めたようである。大正十一 （一九二二）発刊の『日新美術』創刊号に、 「矢野橋村氏の努力は凄まじきものであった。 宗派より出発した氏が、伝統を脱して新機軸を出さんとする傾向は、 『二百十 』という六曲一双に最も善く認められ又可なり優秀の作であった……」
⑦と記されている。いずれにせよ、 『青飛白走帖』
は、洋画を中心にした大正期 前衛志向の美術界に背を向けて、数百年も続いてきた中国、韓国、日本などの東アジアの文人世界 棹さす画帖である。江戸時代の文人 る細合半斎や頼山陽 肖像画を手がけた橋
村は、心底から文人趣味を愛し、それに立脚していた。
注目すべきは、ここに描かれた山水図が、倪
瓉
や沈周、そして文徴明
らの作風と共通する志向を示していることである。しかし、誤解のないように述べておくと、本稿で採り上げた複数の画家 よる中国絵画は、橋村の絵画と多少 も共通する一例と 挙げたにすぎない。ただし、恣意的な選択とはいえ、橋村の絵画と共通する中国絵画の中では、沈周や倪
瓉
、そして文徴明の作品が多いという事実も無視できないかも知れ
ない。もちろん、これらの作品以外にも橋村の絵画と似た中国絵画は、たとえば石濤らをはじめ数多くあるに違いない。そして確かに、橋村がこれらの中国画家の絵画を手本にし 多 を学んだことも事実であるが、ここで問題にしたいのは、いわゆる橋村の作品 おけ 中国絵画の受容という とではなく、橋村が中国や韓国や日本を中 と 東アジア絵画、とりわけ文人画などと共通の世界を共有していたという点である。大きく概観して、少なくとも二十世紀 初頭まで、東アジアの各地域『青飛白走帖』と共通する作風が隆盛していた事実を忘れてはならない。そして、 『青飛白走帖』は、明治政府が進めた脱亜入欧政策の流れ 中で、基本的に欧米志向のモダニズムを起爆剤とした美術史研究から除外され、市井に埋没 遺ることになった一点だといってよい。橋村は、 りわけ大正期 顕著となった欧化主義と一定の距離を置きつつ 近代人 して東アジアの文人趣味に沈潜しながら制作を行った画家である これからの日本近代美術史研究は 一国主義の立場を離れて、東アジア美術史という大きな枠組を踏まえて研究を進める必要があろう。
挿図17　矢野橋村「飛瀑潈然」
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